
マナー啓発に関わる次年度以降の周知方法とデザイン案



このフレーズは「敬意を持つ」を端的に表した言葉で、伝えるべきメッセージは明瞭。
かつ平易な言葉なので地域住民にとっても理解しやすいと思われる。
「地域の人々、環境、日常の習慣への配慮」を表した言葉で、Respectする対象
を補った。日常の習慣は、DailylifeやCultureなど他の言葉もあるが、歴史と地域
の誇りを強調するための適切な単語としてTraditionを選択。
飛騨高山観光ビジョンとの整合性では、ビジョンの柱に置かれている「自然・環境・
文化」のなかで、まちなかに設置する看板であることを踏まえると「自然Nature」を
書くのは不適と判断。「環境、文化」を掘り下げた。

この言葉を軸として据え、マナー啓発看板としての仕様を満たすため、令和５年度
実施した市民アンケートからの結果である以下3点を盛り込んだ。
・歩道でのルールを守ること
・ゴミのポイ捨てをしないこと
・人々が暮らす場所であること

withRespect
「敬意を持って」
CareforLocals,Environment,andTradition
「地元の人（の生活)、環境、伝統を大切に」
WalkMindfully
「周りに配慮して、譲り合って歩く」
CarryYourTrash
「ごみを持ち帰ることでまちをきれいに保つことに協力する」
StayQuiet
「日が暮れたら、近所のためにも静かに過ごす」

マナー啓発に関わる次年度以降の周知方法とデザイン案



看板との統一感を持たせるため、看板を基にしたバス車内での報告用動画を作成。

(イ) 7.方針及び具体案の定義__マナー啓発看板・バス車内で再生するマナー啓発動画の製作

▼動画画像について



別院駐車場（トイレ入り口)・神明駐車場（屋外トイレ付近、屋内トイレ前)に看板を設置。

マナー啓発看板・バス車内で再生するマナー啓発動画の製作

▼別院駐車場（トイレ前) ▼神明駐車場（屋外トイレ横)

▼神明駐車場（屋内トイレ前)


